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1号機 Ｓ／Ｃへの窒素封入の実施について

平成24年８月２７日

東京電力株式会社
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水素濃度計は定期的に標準ガスを用いて校正を実施しており，校正中は指示が変動する。

１．１号機Ｓ／Ｃ水素濃度の挙動

４月以降、 PCV窒素封入量やPCVガス管理設備排気流量の変更操作をしてい
ないにもかかわらず、水素濃度及び希ガス（Kr85）濃度が間欠的に上昇

→12/8ガス管理起動

プラント挙動プラント挙動

水素とKr85が
間欠的に上昇
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２． 推定メカニズムと検証方法

（作動圧仕様値
約3.5kPa）

閉空間体積340m3

事故初期のKr、H2が残留
① S/C圧の低下（←D/W圧

やPCV水位の低下）によ

りS/C内水位が低下し、

上部閉空間内ガス（水

素、Kr85）が真空破壊装

置管を経てD/Wへ排出

② S/C上部のガスが排出

されると、再びS/C内水

位が上昇し、流出が止

まる

③ ①⇔②を繰り返す

H2+Kr

推定メカニズムを検証するため、Ｓ／Ｃ内へ窒素を封入し、応答を確認する

検証方法検証方法

推定メカニズム推定メカニズム
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３-1． S/Cへの窒素封入方法

S/C断面図

D/W→PCVガス管理設備→大気放出

X-205

真空破壊弁→トーラス室

真空破壊弁（逆止弁）

O2サンプリングラック（原子炉建屋１階）に敷設済
みの窒素封入ラインからS/C（X-205ぺネ）へ封入

AC系より

S/C平面図

滞留ガス層

滞留水層

X-205

0°

90°

270°

360°
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３-2． S/Cへの窒素封入方法

RPV

D/W

窒素ガス

封入設備

FI

PI

O2サンプリング

ラック

約22m3/h

約16m3/h

現在封入中の
ライン

今回の注入ルート（敷設済み）

粒子除去
フィルタ

抽気
ファン

PCVガス管理設備

水素，ダスト，希ガスモニタ

S/CS/C

・ S/Cへの窒素封入は，窒素ガス封入設備からO2サンプリングラックへの

敷設済みラインにより実施可能（電磁弁の開操作が必要）

電磁弁

流量計

圧力計

X-205

1B

20B
AC系より

20B
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３-3． S/Cへの窒素封入方法

【R/B内の作業】

6/26 トーラス室内調査に使用した配管貫通口

水素濃度計により
トーラス室内の水素濃度を監視

計装ラック

窒素ホース

窒素ガス
封入設備
より

R/B 1FL

配管貫通口への水素濃度計の設置

窒素ホース・計装ラックのバルブライン

ナップ

１号機R/B・T/Bへの作業時立入規制

PCVガス管理設備，トーラス室配管貫

通口の水素濃度等パラメータ監視

【安全対策】

PCVガス

管理設備

排気

D/W

計画線量： 4.5mSv

APD設定： 4.0mSv

アクセス
ルート
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４． 概略工程 （案）

窒素供給装置

ＰＳＡ４号復旧

下旬 下旬中旬上旬中旬

監視・評価

窒素注入

窒素封入ライン構
成

トーラス室水素濃
度計設置

電磁弁開閉試験

９月８月月日
内容
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５．S/Cへの窒素封入手順（判断フロー）

ガス管理水素濃度指示値＜2.0%
トーラス室仮設水素濃度指示値＜2.0%※1

No!

S/Cへ５Nm3/hにて窒素封入開始

Yes

Ｓ／Ｃへの窒素封入停止
PCVへの窒素封入量を増加

対応を協議
（Ｓ／Ｃへの窒素封入継続を協議）

Yes

６時間後S/Cへの窒素封入を停止

※2：D/W圧力は正圧を維持

Ｄ／Ｗ圧力＞3kPag※2
No!

Yes

評価

(Ｓ／Ｃへの窒素封入継続を判断)

Yes

PCV、RPVへの窒素封入トリップ時
は速やかに復旧

窒素封入維持
No!

※1：保安規定第144条運転上の制限値
（2.5%以下）に余裕を見て設定
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６．Ｓ／Ｃへの窒素封入による影響評価

S/C内上部に滞留する水素濃度を仮に保守的に100%とし、S/Cへの窒

素封入量（ 5Nm3/h×6時間＝30Nm3）相当の水素がD/Wに排出されたと

しても、D/W内の水素濃度は1.5%以下→可燃限界4%に十分な余裕

●各種パラメータを監視し、異常の有無を確認しながら、段階的に窒素を封
入する。

①水素可燃限界①水素可燃限界

②放射性物質の追加放出②放射性物質の追加放出

これまでの水素・Ｋｒ上昇事象でＣｓの上昇は見られていないこと、Ｓ／Ｃ

内の温度は40℃程度であり壁面沈着物や液相中に存在するＣｓが気相

部に移行しないと考えられることから、Ｃｓが異常に放出されることはない。

今回の放出量30Nm3に対応するＫｒ放出量は、4×1012Bq
敷地境界での被ばく線量は0.0044μSvであり，その影響は小さい。
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【系統構成概略図】

既設（ＣＣＳ）

Ｎ２
封入

凝縮配管室

モニタ系統

電気
ヒータ

ＨＥＰＡ
フィルタ

抽気ファン
（定格容量250m3/h一定運転）

（予備）（予備）（予備）

放出

再循環ライン

Ｒ／Ｂ← →Ｔ／Ｂ

FE

２５０m3/h

6kPa

30m3/h

14Nm3/h

22Nm3/h

空調による除湿

（参考１） １号機PCVガス管理システム系統概略図

ダスト
モニタ

Geモニ
タ

→

H2、O2
モニタ

→

B系も同様

Kr、Xe
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（参考２） 窒素封入時の監視パラメータ

S/C窒素封入終了後
24時間経過まで

かつ

水素濃度が1.5%＊)
未満かつ減少傾向
に転じるまで

目安１時間に１回の
頻度で確認

その後は、通常監視
に戻る

＊)1.5%=ガス管理

システム警報設定値

監視強化期間

ダストモニタ

Kr85濃度

酸素濃度

水素濃度

正圧が維持されていること（>約3kPag）（念
のため大気のインリークを避ける）

Ｄ／Ｗ圧力

封入が継続されていることＮ２流量、封入圧

2%を超えないことトーラス室仮設水素
濃度

上昇傾向がないこと（Ｋｒ８５上昇は除く※）

応答の有無の確認

5%を超えないこと、応答の有無の確認（水

の放射線分解起源の場合、水素濃度の半
分程度の濃度となると考えられる。大気の
インリークが発生しても濃度は上昇）

応答の有無Ｓ／Ｃ圧力

2%を超えないこと、応答の有無の確認ＰＣＶ
ガス

管理

シス
テム

監視内容パラメータ

監視パラメータ

※ダストモニタはKr85のγ線によっても指示値が上下する（Csであればろ紙に集塵蓄積するため指示値は戻らない）。


